
 

コンソーシアム構成員の所属する団体等での取組の紹介 

 

 

No. 
氏  名 所 属 ・ 役 職 等 

資料開始 
ページ 

1 柿﨑 朗 弘前大学教職大学院教授 資料なし 

2 棟方 梢 青森明の星短期大学准教授 資料なし 

3 髙森 紀之 青森県公民館連絡協議会会長 P1 

4 工藤 知久子 統括的な役割を担う地域学校協働活動推進員 P2 

5 
清川 励 むつ市社会教育委員、障害福祉サービス事業所工房「歩

み」施設長 
P3 

6 
葛西 勇樹 社会福祉法人青森県社会福祉協議会事務局次長兼地域福

祉課長 
P5 

7 三浦 秀仁 青森県障害者就業・生活支援センター連絡協議会会長 P11 

8 吉田 博之 社会福祉法人楽晴会相談支援専門員  P12 

9 田名部 由香 八戸市手をつなぐ育成会事務局 P19 

10 西里 俊文 青森県特別支援学校校長会 P22 

11 熊谷 洋治 県教育庁学校教育課（特別支援教育推進室） P25 

12 橋本 政孝 県総合社会教育センター社会教育主事 P27 

13 千葉  勇 県健康医療福祉部障がい福祉課(社会参加推進グループ) P35 

 

資料２ 



青森県公民館連絡協議会 
 
 
〇構成：県内 39 市町村 
 

〇基本方針 

  これまでの経験と成果を生かし、県内各公民館が学習活動や地域連帯活動・地域

のまちづくりで果たす中心的な役割のあることを再確認し、一層推進するため連携

を強め、諸事業を行うものである。 

 

〇重点目標 

（1）公民館は地域の拠点として、なお一層の充実を図る必要があり生涯学習社会に

おける 公民館のあり方を模索しながら、公民館活動の拡大、運営の効率化、多機

能的要素の方策を探る。 

（2）あらゆる機会を使い、公民館相互の情報を密にして連携と交流を深める。また

関係機関や団体との活動での実際的な連携を探る。 

（3）生涯学習の推進を図るため、職員の資質向上を図り、公民館の高機能化、活性化

のための施設・設備の充実および事業財源の確保に努めその方策を探る。 

（4）県内公民館関係職員の資質向上を目的として、県外で開催される公民館大会へ

の参加費用を補助し、積極的な参加を促進する。 

 

〇事業内容 

 事業名 概  要 

1 

第６７回青森県公民館 

研究フォーラム 

趣旨：公民館等職員が一堂に会し、生涯学習・社会教

育の中核的施設であり、重要な役割を果たしてきた

公民館が、多様な学習ニーズや活動に応える生涯学

習の構築を目指し、今後いかにあるべきか研究討議

して関係職員の資質向上に資する。 

２ 

各地区公民館連絡協議

会実施事業 

趣旨：各地区の公民館同士の管理運営や事業のあ り

方、関係機関との連携の推進を研究討議する。 

また、関係職員の資質向上に資する。 

３ 
公民館職員研修会等 

参加補助事業 

趣旨：公民館業務の研究と研鑽を深めるため、県外の

研修会に参加に係る費用を補助する。 

４ 

東北地区公民館大会 

参加補助事業 

趣旨：第７１回東北地区公民館大会における公民館関

係職員の参加を促進するため、各地区へ大会参加に係

る費用を補助する。 
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第１回コンソーシアム構成員紹介（工藤知久子さん分）紹介要旨 

 

工藤知久子氏 

統括的な役割を担う地域学校協働活動推進員（県教育庁生涯学習課） 

 

〇地域学校協働活動 

社会教育法第５条の２第１項第１３号～１５号に基づき、幅広い地域住民等の参画

を得て、地域と学校が連携・協働して行う様々な活動。（文部科学省手引きより） 

（例）登下校の見守り活動、地域住民による授業補助の活動、職場体験（インター 

ンシップ）、地域イベントのお手伝いをするボランティア活動など（文部科学

省行政説明資料より） 

 

〇地域学校協働活動推進員 

 地域学校協働活動を実施するにあたり、企画・提案や関係者との調整など全体のコ

ーディネートを行う者であって、かつ、社会教育法第９条の７第１項に基づき教育委員

会が委嘱した者。（文部科学省手引きより） 

 

［参考］県内地域学校協働推進員（市町村配置）282 名（R7.5.1 時点） 

    県立学校地域学校協働活動推進員 ８名（令和８年度） 

    ※コンソーシアム構成員の田名部由香氏は、県立八戸第二養護学校の地域学校

協働推進員である。 

 

〇統括的な役割を担う地域学校協働推進員 

 県内の地域学校協働活動を推進するため、市町村教委との連絡調整、地域学校協働

活動の理解促進、情報提供等を行う。必要に応じ、課員とともに市町村や県立学校を

訪問してサポートする。（R8 当初予算要求資料より） 

 

 ［参考］統括的な役割を担う地域学校協働推進員の具体的業務内容 

   ・市町村教育委員会の担当者及び地域学校協働活動推進員との面談による状況の把 

握や情報提供、取組に対する指導・助言 

  ・各種研修会、ワークショップ等の企画、運営、講師 

   ・市町村及び地区単位での研修における講演及び地域学校協働活動推進員への指導 

依頼 

  ・県内外の多数の先進的な最新の事例収集 

  ・ みんなながつながる地域学校協働活動便り」の定期発行 
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俊文書道会は障がいの有無にかかわらず書を楽しむことを目的に１９９９年に

設立したボランティア書道教室です。発達障がいをはじめ、身体障がい、知的障

がい、聴覚障がいなど、さまざまな障がいを抱える人たちと健常の方と一緒に書

の活動をしています。 

毎年9月に八戸ショッピングセンターラピアで書の発表会を開催しています。 

2019年10月6日NHK総合「目撃にっぽん」（筆走れ心のままに）で取り

上げられ、活動の様子が全国放送されました。 

20年にわたる活動が認められ、令和２年度「障害者の生涯学習支援活動」に

係る文部科学大臣表彰を受賞しました。 
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俊文書道会の歩み                                                                              
平成１１年 俊文書道会設立（会員５名） 
平成１２年 雑誌「はげみ」２７１号に「書の活動を通して」が載る   

雑誌「肢体不自由教育」１４５号に「書の活動を続けて」が載る 
       青森テレビ「ヒューマンエナジーイン青森」で書の活動が放送される 
平成１３年 魂の作家たちアート展（青森ビブレ）に３名出品  

青森テレビ「ヒューマンエナジーイン青森特番」で書の活動が再び取り上げられ放送される 
           第１回書の発表会開催（以降、毎年開催） 
平成１４年 雑誌「肢体不自由教育」１５３号に「智枝さんとの書のかかわりを通じて」が載る 
平成１６年 雑誌「聴覚障害」６３７号に「自宅を開放しての書の活動を通して」が載る 
平成１８年 中島恭教とその仲間の書展開催（八戸市立市民病院１階ホール） 
平成２０年 日本ボランティア学会で書の活動について発表する 
平成２０年 ＢｅＦＭ「BeBe!Afternoon」内の「おんでやんせ」、ＮＨＫ青森「あっぷるワイド」で書の活動が放送される 
平成２１年 雑誌「ＬＤ＆ＡＤＨＤ」３４号、３５号の「子どものページ」に作品が載る 
平成２２年 第１０回記念書の発表会～東京展～をタワーホール船堀において開催する （出品点数約４６０点） 
平成２３年 読売教育賞第６０回記念シンポジウム第３部「地域社会と学び合いの輪」で実践報告をする  

雑誌「ＬＤ＆ＡＤＨＤ」４０号の「子どものページ」に作品が載る 
平成２４年 広報誌「にほんごっ子」（博報児童教育振興会）に書の活動について載る   

雑誌「実践障害児教育」３月号の表紙に作品が載る（道端祐貴） 
           雑誌「ＬＤ、ＡＤＨＤ＆ＡＳＤ」４１号「子どものページ」に作品が載る  

八戸ポータルミュージアムはっちにて、書のライブ＆発表会を開催する 
平成２５年 デーリー東北連載「ともに生きる」のタイトル揮毫をする（松江宣和、道端祐貴、金田 潤、大澤翔、秋元 拓、松沢常哉） 
           肢体不自由児協会作製「愛の絵はがき」に作品「躍動」（金田絵美子）が載る 
           全障研全国大会 in青森の参加者に配布されたうちわ（１５００枚）に「みんなのねがい」を揮毫する 
平成２６年 雑誌「親子で学ぶはじめての書道」（ＮＨＫ出版）に作品が載る 
      ハタチの書展（秋元拓、中川原智枝、道端祐貴）を開催する（ラピア１Ｆフェスタプラザ） 

三沢市福祉フェア２０１４で書のパフォーマンスを披露する（松江宣和）   
雑誌「はげみ」３５６号に「特賞受賞作品の制作に至るまで」が載る 

平成２７年 雑誌「みんなのねがい」に書の活動と会員の紹介が載る 
           雑誌「はげみ号」３６３号に「今号の表紙」として作品並びに感想や紹介文が載る 
           ＢｅＦＭ「７６５こちら八戸研究所」で、書の活動が放送される 
平成２８年 書の二人展（小松良太 蛇平蒼大）を開催する（ポータルミュージアムはっちギャラリー２）  

常盤ふるさと資料館あすかにて、書の発表会～あすか展～開催 
平成２９年 書三人展（金田潤 佐々木俊一 松村奈保）を開催する（ソールブランチ新丁）  

第１７回書の発表会～東京展～をムーブ町屋において開催する 
はっち市「書とダンボール」に大作等を出品する 

平成３０年 雑誌「ノーマライゼーション」４３４号に第１７回書の発表会（東京展）について載る  
三沢市議会会報誌「きずな」の題字に文字が採用される（松江宣和）   
ガールズ展（石橋咲佳、根本美沙、松舘舞奈）を開催する（ソールブランチ新丁） 

      「会報 創玄」、雑誌「障害者問題研究」に「書の可能性～障害の有無に関わらず書を楽しむ活動からの考察」が載る 
      雑誌「NHKテキスト社会福祉セミナー2018年10月～19年3月に作品が載る（滝原亜美咲） 
平成３１年 男の墨（坂本恵人、松江宣和、松沢常哉）を開催する（ソールブランチ新丁）  

ガールズ＆ウーマン１６人展を開催する（VIANOVA） 
令和 元年 輝く関野亜蘭太書展を開催する（ラピア１Fフェスタプラザ） 
      NHK青森「発見！あおもり深世界」（筆走れ 心のままに～“書の家”に集う仲間たち）が青森県内で放送される 
      NHK総合「目撃にっぽん」（筆走れ 心のままに）が全国放送される   

Eテレ「B面談義」で作品制作場面が放送される 
      全日本書道連盟、創玄書道会主催古典研究会で「書の可能性～特別支援教育の視点から」の演題で講演を行う（西里俊文） 
令和 ２年 20周年展を開催する（ソールブランチ新丁） 
      日本の書２００人選～東京２０２０大会の開催を記念して～に特別支援学校卒業生として作品が展示される 
      雑誌「ニューサポート高校 書道」の巻頭言として「特別支援教育から見た書道指導～実践事例を通して～」が載る」 
令和 3年 青森県社協だより「福祉のひろば」63号の「スポットライト」に書の活動について載る  

雑誌「聴覚障害」７８５号に作品が載る  
      「凸凹の書」がデーリー東北新聞社より発行となる  

「凸凹の書展」を開催する（デーリー東北ホール） 
令和 ４年 「ミラボオ」（銀座）で「凸凹の書展」を開催する 
      「ジャイアントステップス」（石橋咲佳、根本美沙、松舘舞奈）を開催する（ソールブランチ新丁） 
            NHKラジオ深夜便に書の活動が取り上げられ、全国放送される 
      「書の発表会東京展～超大作を中心に～」を北千住ギャラリー１０１０で開催する 
      創玄書道会主催古典研究会で「書の可能性～特別支援教育の視点から」の演題で講演を行う（西里俊文） 
      八戸市小学校教育研究会特別活動部会で講演を行う（西里俊文） 
      「南部弁の日」のイベントに作品を揮毫し展示される 
令和 ５年 POP掛軸展を八戸市立美術館で開催する 梅内亮介ちいさな書展を「SYOFUDO」（三戸町）で開催する 
            届けたい私たちが出会った表現展に松舘舞奈さんの作品「冬」が展示される（Galleｒy CASICO） 
      ダウン症の３人が繰り広げる天衣無縫展（ソールブランチ新丁） 
      北海道立函館美術館「くり返しのアート展」に合作「凸凹」を含む６点が展示される 

     第２３回書の発表会「南部弁・津軽弁を書く」で、イサバのカッチャ（十日市秀悦さん）と世良啓がトークショーを行う 

      八戸市私立幼稚園研修会、八戸市立島守小学校で講演を行う（西里俊文） 

      「南部弁の日」のイベントで席上揮毫をするとともに作品が展示される また舞台のセットで作品が使用される 

八戸市美術館で「Pretty＆Versus」を開催する  
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令和 ６年 「ミラボオ」（銀座）で「南部弁・津軽弁を書く」を開催する 
      「田名部りょう作品展」を開催する（ソールブランチ新丁） 
      「はづのへエモーション展」（JR八戸駅）で開催する 

     雑誌「墨」に書の活動について記載される 

      「美術館堆肥化宣言」（青森県立美術館）に金田潤、中野京香、平塚千絵の作品が展示される 

      弘前大学教育学部教職大学院で教育相談の側面から書の活動について講義を行う（西里俊文） 

観光列車「はづのへはらっちぇひなび」のヘッドマーク、ランチョンマット等の揮毫を行う 

      千葉幼稚園創立７０周年記念で講話を行う（西里俊文） 

      ２４時間テレビ（青森県内放送版）サンロード青森（生放送）からリレー方式で大作を揮毫する 

      公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金2024年度 教育・福祉・環境助成事業の助成を受ける 

      RAB青森放送With「私がココにいる理由。」で書の活動が放送される 

     三陸国際芸術祭～三陸芸能大発見サミットで舞台めくり（神楽の名前）の揮毫を協力する 

      社会福祉法人千年会 障害者支援施設 千年園（弘前市）で書の指導を行う（西里俊文） 

弘前市小中学校長会で講演を行う。（西里俊文） 

      「南部弁の日」のイベントで席上揮毫と作品が展示され、舞台のセットで作品が使用される。また作品の贈呈を行う。 

      ４０-３６（金田絵美子、松沢常哉、金田潤、佐々木俊一）を開催する（八戸市美術館） 

令和 ７年 書の発表会～超大作展を開催する（八戸市美術館ホワイトキューブ） 

弘前市立和徳小学校特別支援学級で書の授業を行う。（西里俊文） 

      階上町立道仏中学校で講演を行う（西里俊文） 

      ガールズ展ラストワルツ（石橋咲佳、根本美沙、松舘舞奈）を開催する（ソールブランチ新丁） 

     八戸発あおもりPRマガジン「ユキパル」131号に「１００点の書」で掲載される 

三陸芸能大発見アーカイブでえんぶりの前で揮毫する。（はっち） 

      ボランティア・地域づくりセミナーで事例発表を行う。（青森県総合社会教育センター） 

     青森県書写書道教育研究会・青森県高等学校教育研究会書道部会研究大会で研究発表を行う 

      高文連県南地区高等学校書道研修会で「体を使って楽しく書こう」の講師として会員が協力する 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ「開催１年前イベント」で3ｍ×3ｍの大作をリレー方式で揮毫する。 

     オドラデク道路劇場（はっせんの蔵）に会員が協力する（ポスター題字、パフォーマンス） 

      共に学び、生きる共生社会コンファレンスinあおもりにおいて作品展示の協力をする 

４色の花と書の世界展を開催する（八戸市美術館ギャラリー1） 

      「南部弁の日」のイベントで席上揮毫と作品が展示され、舞台のセットで作品が使用される。また作品の贈呈を行う。 

 

令和 ８年 国スポ冬季大会応援書展をJR八戸駅東西通路、西側入口・階段、西側エスカレーターガラス面、八戸市美術館ギャラリー１ 

・２で開催する 

            蛇平蒼大「小さな小さな書展」を開催する（ソールブランチ新丁） 

      BGB書展（松江宣和、中野京香、鳥山駿太朗）を開催する（八戸市美術館ギャラリー１） 
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教
育
庁

学
校
教
育
課

事
業
の
目
指
す
姿
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
「
好
き
」
を
見
つ
け
る
学
び
の
充
実
支
援
事
業

課
題

【
概
要
】

地
域
資
源
や
地
域
人
財
等
を
活
用
・
連
携
・
協
働
し
た
持
続
可
能
な
多
様
な
学
習
活
動
を
総

合
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
障
が
い
の
状
態
等
に
応
じ
た
生
涯
学
習
へ

の
意
欲
の
向
上
を
支
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。

取
組

生
涯
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
多
様
な
学
習
活
動
に
対
す
る
支
援

(1
)

第
1
6
期
青
森
県
生
涯
学
習
審
議
会
に
よ
る
答
申
「
障
が
い
者

の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」

(令
和
６
年
８
月

2
0
日

)
に
お
い
て
、
障
が
い
者
が
学
校
在
学
中
に
多
様
な
学
習
機
会
に

触
れ
る
こ
と
な
ど
が
重
要
と
示
さ
れ
た
。

(2
)

特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
の
向
上
に
向
け
、
学
校
教
育

段
階
か
ら
将
来
を
見
据
え
た
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

必
要
。

(3
)

全
て
の
県
立
特
別
支
援
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
導
入
さ
れ
、
地
域
資
源
や
地
域
人
財
を
活
用
し
た
学
習
機
会

が
急
速
に
拡
大
。

(4
)

特
別
支
援
学
校
の
立
地
環
境
等
か
ら
地
域
や
関
係
機
関
と
連

携
 し

た
体
験
活
動
の
機
会
が
制
限
。

■
各
校
の
学
校
評
価
（
自
己
評
価
）
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
対
す
る
評
価
が
相
対
的
に
低
い
。

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
が
全
項
目
の
評
価
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
学
校
】

令
和
５
年
度

１
５
校
中
１
０
校
（
6
6
.7
％
）

令
和
４
年
度

１
６
校
中

８
校
（
5
0
.0
％
）

令
和
３
年
度

１
６
校
中
１
０
校
（
6
2
.5
％
）

特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
全
て
の
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学

び
、
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が
急
務
。

（
１
）
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
取
組
を
支
援

①
「
好
き
」
を
見
つ
け
る
体
験
活
動

○
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

文
化
芸
術
活
動
に
関
す
る
体
験
学
習
（
創
造
、
発
表
、
鑑
賞
）
の
実
施

・
地
域
の
芸
術
家
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
授
業
の
実
施

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
継
続
的
な
実
施
促
進
（
す
る
、
み
る
、
応
援
す
る
）

・
外
部
指
導
員
等
を
招
聘
し
た
体
育
の
授
業
等
に
お
け
る
技
術
の
向
上

・
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た
体
育
的
活
動
の
充
実

○
社
会
体
験
活
動
の
充
実

福
祉
・
労
働
等
に
関
す
る
学
習
活
動
の
実
施

・
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
取
組
の
実
施

②
「
好
き
」
を
見
つ
け
る
探
究
活
動

○
多
様
な
実
態
を
踏
ま
え
た
探
究
的
な
学
習
活
動
の
充
実

・
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
学
習
活
動
の
推
進

・
観
察
・
実
験
、
見
学
や
調
査
、
発
表
や
討
論
な
ど
の
学
習
活
動
の
推
進

（
２
）
取
組
の
発
信

①
各
校
の
取
組
を
県
内
の
特
別
支
援
学
校
で
共
有

②
外
部
へ
の
取
組
紹
介

現
状

→
事
業
終
了
後
の
姿

→
児
童
生
徒
が
自
ら
積
極
的
に
学
ぶ
な
ど
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
の
向
上

が
図
ら
れ
る
。

（
教
育
活
動
の
充
実
に
伴
い
、
学
校
評
価
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
い
て
の
評
価
が
向
上
）

施
策
：こ

ど
も
Ⅱ
-3

「生
き
る
・働

く
・学

ぶ
」を

つ
な
ぐ

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

◆
生
涯
学
習
の
基
盤
づ
く
り
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令和８年度社会教育行政の方針と重点

１ 方針

県民一人ひとりが、ウェルビーイング
※1

の向上を目指して生きがいのあ

る充実した生活を送るとともに、豊かで住みよい地域社会を形成すること

ができるよう、学びを生かしつながりをつくり出す社会教育の推進に努め

る。

２ 重点

(1) 学校・家庭・地域の連携・協働による未来を担う人財
※2
の育成

ア コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進

イ キャリア教育支援の仕組みづくりの推進

ウ こどもの読書活動の充実

エ 家庭教育支援体制の充実

オ こどもの体験活動の推進

(2) 地域の強みを生かした地域づくりを担う人財の育成

ア 地域活動の実践者、コーディネーターの養成

イ 郷土に誇りを持ち、地域の次代を担う若者の育成

ウ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援

(3) 人生１００年時代の学び直しや生涯学習の推進

ア 県民の学び直しやリカレント教育の推進

イ 郷土を愛する県民の生涯学習と学びを通じた社会参加の推進

ウ 性別・年齢・障がい等の有無に関わらない多様なニーズに応じた生涯学

習環境の充実と社会参加活動の促進

(4) 社会教育推進のための基盤整備

ア 社会教育推進体制の充実

イ 社会教育施設の機能の充実と活用の促進

ウ 社会教育関係職員等の養成と資質の向上

エ 社会教育関係団体等の活動の支援

※１ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義

など将来にわたる持続的な幸福を含むもの。また、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であ

ることを含む包括的な概念。

※２ 人は青森県にとって「財（たから）」であるという基本的な考え方から、ここでは「人材」を「人財」と表

しています。
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１ 青森県総合社会教育センターが目指す姿と令和８年度の運営方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青森県総合社会教育センターは、5 年後、10 年後のめざす姿を掲げ、「人と人をつな

ぐ人を育てる」をキーワードに、市町村、関係機関及び地域と連携しながら、次の取組

を総合的に実施する。 

 
（１）社会教育関係職員等の研修 

ア 市町村のニーズに合わせた実務研修や先進的・専門的知識が学べる研修の実施 

イ 交流や対話の機会となる講座実施スキルを学べる研修の実施 

ウ 市町村の悩みに個別に対応する伴走型支援 

 
（２）地域や学校と連携した人財育成 

ア 地域活動を実践したい人のための知識習得や実践者とのつながりを作る講座の実施 

イ 地域活動を推進する人のための実践事例の学びや視野の拡大を促す研修の実施 

ウ 高校生の学校外での社会参加活動を促進する講座やサポート、認定制度の運営 

エ 地域学校協働活動に取り組む関係者への実践的研修の実施 

オ 地域の大人がこども達と関わる機会の創出、必要性を広める研修の実施、支援制度の運営 

 
（３）家庭教育支援 

ア 家庭教育支援者の養成と資質向上のための実践的研修の実施 

イ 家庭教育充実のための情報発信、相談業務 

 
（４）調査研究情報提供 

ア 現状把握、市町村等への支援 

イ 最新情報や先進事例の情報収集、提供 

 
（５）生涯学習活動支援 

ア 生涯学習に関する情報の収集・提供 

イ 多様な学習機会の提供 

 
（６）施設の提供 

ア 研修施設の提供 

イ 視聴覚教材の提供 

●人々がウェルビーイングの向

上を目指し行動している 

●地域活動に関わる人が増え、

地域に活気が生まれている 

１０年後のめざす姿 

●世代を超えた住民同士の対話や

交流の機会づくりをする市町村

の取組が増えている 

●地域活動をけん引する人財が県

内各地に増えている 

５年後のめざす姿 
（2030 年） 

キーワード 
 

⼈と⼈をつなぐ
⼈を育てる 

　１　青森県総合社会教育センターが目指す姿と令和８年度の運営方針
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２ 令和８年度事業体系

 

                

        

 

 

 

取り組み内容 

 

 
 
 
   
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 

社会教育関係職員等
の研修

◎市町村のニーズに合わせた実務研修や 
先進的・専門的知識が学べる研修の実施 
◎交流や対話の機会となる講座実施スキルを 
学べる研修の実施 
◎市町村の悩みに個別に対応する伴走型支援 

地域や学校と連携し
た人財育成 

家庭教育支援          

調査研究 
情報提供

施設の提供 

▶生涯学習・社会教育関係職員 
研修講座 
（センター研修） 
（出前講座） 
（市町村等への伴走型支援） 

◎地域活動を実践したい人のための知識習 
得や実践者とのつながりを作る講座の実施 
◎地域活動を推進する人のための実践事例 
の学びや視野の拡大を促す研修の実施 
◎高校生の学校外での社会参加活動を促進 
する講座やサポート、認定制度の運営 
◎地域学校協働活動に取り組む関係者への 
実践的研修の実施 
◎地域の大人がこども達と関わる機会の 
創出、必要性を広める研修の実施、支援制度 
の運営 

▶地域活動講座～パワフル AOMO 
RI！創造塾～ 
▶高校生地域活動講座～チャレンジ 
AOMORI！未来塾～  
▶キャリア形成支援講座～大学生と 
青森の未来・自分の未来を“カタル”～  
▶高校生スキルアッププログラム推進 
事業  
▶地域と学校をつなぐキャリア教育 
推進事業  
▶社会参加活動推進講座  

取組項目

◎家庭教育支援者の養成と資質向上の 
実践的研修の実施 
◎家庭教育充実のための情報発信、相談 
業務 

▶家庭教育支援者養成事業  
（家庭教育アドバイザー養成、活用） 
▶家庭教育相談事業  
▶家庭教育支援普及啓発事業  

◎現状把握、市町村等への支援 
◎最新情報や先進事例の情報収集、提供

▶学習情報の収集・提供事業  
▶所報 

▶調査研究／事業総括 

◎生涯学習に関する情報の収集・提供 
◎多様な学習機会の提供 

▶あおもり県民カレッジ運営業務  
▶インフォメーションありす運営  

取り組み内容 Ｒ８年度事業

生涯学習活動支援 

◎研修施設及び視聴覚教材の提供 

Ｒ８年度 
社会教育 
行政の方 
針と重点 
との関係 

（４）ウ

（２）ア

（２）イ

（１）イ

（３）イ

（１）イ

（１）ア

（４）イ

（１）エ

（１）エ

（１）エ

（３）ウ

（３）ア

　２　令和８年度事業体系　　　　　　　　　　　　
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 ３  令 和 ８ 年 度 事 業 計 画  

 

（1）社会教育関係職員等研修   

                                                                  

事 業 名 期 日 対  象 内      容 

生涯学習・社会教育関係職員研修講座 

 

 

 

 生涯学習・社会教育関係職員及び関係団体職員等の資質向上

とネットワーク形成を図るため、業務遂行に係る基礎的・実務

的な研修及び地域課題の把握と課題解決につながる実践的な知

識・技能の習得のための研修を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県総合社会教育センター

を会場とした研修 

 

 

 

 

 

 

 

①4月28日 

②2月19日 

 

 

③6月5日 

④6月26日 

⑤7月17日 

⑥11月4日 

⑦11月12日 

⑧12月3日 

・市町村教育委員

会の生涯学習・

社会教育担当職

員や公民館職員

（指定管理者も

含む） 

   

 

 

 

 

 

 

【社会教育の基本理念を学ぶ研修】 

①「社会教育のきほんのき」 

②「社会教育がつなぐ地域づくり」 

 

【社会教育の多様なニーズへ対応するための研修】 

③「効果的なチラシ作成のポイント」 

④「ゆるやかなつながりからはじめる地域づくりの実践」 

⑤「次代の地域を担う若者の育成」 

⑥「生成AI活用アイデアと社会教育での実践方法」 

⑦「共に学び支えあう社会教育の実践」 

⑧「防災の基本理念と地域の役割」 

 

                       会場：県総合社会教育センター 

市町村を会場地とした研

修（外部講師による出前

講座） 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

6月～2月 ［申込者］ 

・市町村教育委員

 会、公民館、地

 域学校、協働活

 動及びCSに関わ

 る団体、学校等 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村における研修の活性化を図るため、外部講師による出

前講座を市町村のニーズに応じて開催し、地域課題の把握及び

その解決に向けた体制の構築を推進する。 

 

【講座内容】 

①「社会教育のきほんのき」 

②「社会教育がつなぐ地域づくり」 

③「効果的なチラシ作成のポイント」 

④「ゆるやかなつながりからはじめる地域づくりの実践」 

⑤「次代の地域を担う若者の育成」 

⑥「生成AI活用アイデアと社会教育での実践方法」 

⑦「共に学び支えあう社会教育の実践」 

⑧「防災の基本理念と地域の役割」 

⑨「地域における家庭教育支援」 

⑩「地域学校協働活動の推進」 

 

【実施回数】 

10団体を上限とし、それ以上の依頼があった場合は、条件に

基づき優先順位を付けて選定する。 

伴走型支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

通 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

［申込者］ 

・市町村教育委員

会公民館、地域

学校協働活動及

びCSに関わる団

体、学校等 

 

 

 

 市町村の取組をサポートするため、市町村等の職員とともに課

題解決に取り組む、伴走型の支援を行う。 

【伴走型支援の内容等】 

（1）受付期間：通年 

（2）相談対応：随時 

（3）依頼方法：伴走型支援依頼申込書を提出 

（4）支援内容：当センターが実施する事業等のノウハウや専門 

         職としての知見及び経験に基づいた指導・助言 

        ・相談対応等を行う。 

社会参加活動推進講座 

 

 

 

 

 

 

7月3日 

 

 

 

 

 

 

 

・市町村の教育委

員会及び首長部

局職員、NPOやボ

ランティア関係

団体、市町村社

会福祉協議会職

員、地域活動に

関心のある一般

県民等 

 地域活動の様々な実践事例について学ぶことで、県民の社会

参加活動に対する意欲の向上と、当該活動の推進及び充実につ

なげる。 

〔会場〕 県総合社会教育センター 

〔内容〕 地域活動に関する事例発表３名 

                                                                                                                        

　３　令和８年度事業計画　　　　　　　　　　　　
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（2）人財育成   

 

事 業 名 期 日 対  象 内      容 

地域活動講座～パワフルＡＯ

ＭＯＲＩ！創造塾～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第1回〕 

7月11日 

〔第2回〕 

8月29日 

〔第3回〕 

10月3日 

〔第4回〕 

10月25日 

〔第5回〕 

11月14日 

〔第6回〕 

12月5日 

・青森県在住で18

歳以上の方(1年

間を通じて参加

できる方) 

・地域を元気にし

たいという想い

のある方 

・ネットワーク形

成に協力できる

方 

 

 

 持続可能な地域活動を支える人財を育成するため、活力ある

地域づくりに係る講義・演習等を行うとともに、育成した人財

相互及び地域活動に関わる関係者等のネットワーク形成を促進

する。 

 

〔主な講座内容〕 

1  講義・演習 

2  フィールドワーク・演習 

3  交流会 

4  アクションプラン作成 

5   発表 

 

高校生地域活動講座～チャレ

ンジＡＯＭＯＲＩ！未来塾～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第1回〕 

7月25日 

〔第2回〕 

7月26日 

〔第3回〕 

8月9日 

〔第4回〕 

8月23日 

〔第5回〕 

9月6日 

〔第6回〕 

11月1日 

〔第7回〕 

12月13日 

・本県在住の高校  

 生 

・本県の高校に在 

籍している生徒 

※上記いずれかの 

条件を満たす者 

 

 

 

 

 

 

 

 主体的に活動する次世代を担う青少年を育成するため、高校

生を対象に、地域活動を支える人財等から地域の価値や魅力、

活力ある地域づくり等について学ぶ講座を行う。 

 

〔主な講座内容〕 

1  講義・演習 

2  フィールドワーク・演習【県内4地区での実施】 

3  振り返り 

4  感想交流会 

キャリア形成支援講座～大学

生と青森の未来・自分の未来

を“カタル”～ 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大学生、高校

生、中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふるさとに誇りをもち、主体的に行動できる若者を育成する

ため、研修によって、一定のスキルを身につけた大学生が、中

学生・高校生とともに、生涯にわたる「自分の生き方」につい

て考え、語り合うワークショップを開催し、双方のキャリア形

成を図る。 

1 大学生への研修会等の開催 

(1) 基礎研修(6/7,14,21,28) 

(2) 合同リハーサル研修(8/9,10,17,18,2/8,9) 

(3) 応用研修(9/27,3/16) 

(4) 企画運営会議(5/17,7/5,12/6,3/24) 

2 ワークショップの開催 

(1)時期：夏季…8月下旬～9月中旬 

     冬季…2月中旬 

(2)対象：青森県内の高等学校・中学校(県・私立問わない) 

 8/25（火）五所川原市立五所川原第四中学校 

 8/27（木）八戸西高校 

 8/31（月）弘前南高校 

 9/ 2（水）八戸工業大学第二高校 

 9/ 4（金）大鰐町立大鰐中学校 

 9/ 8（火）三戸高校 

9/10（木）今別町立今別中学校・三厩町立三厩中学校 

     〃  むつ市立関根中学校 

     〃  八戸市立豊崎中学校 

 9/14（月）黒石高校 

 9/16（水）大湊高校 

2/16（火）おいらせ町立下田中学校 

高校生スキルアッププログラ

ム推進事業 

 

年  間 

 

 

・高等学校及び特

別支援学校高等

部生徒 

 学校外学修への積極的な取組とレポート作成によって、高校

生の知識や経験の幅を広げ、社会の変化に柔軟に対応して、た

くましく生きるための様々なスキルの向上を図る。 
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（3）家庭教育支援 

  

事 業 名 期 日 対  象 内      容 

家庭教育支援普及啓発事業 

 

 

 

年 間 

 

 

 

・県民 

 

 

 

家庭での教育力を高め、こどもの健やかな成長を支援するた

め、親子で気軽に学べる学習機会の提供や情報を発信するとと

もに、県の家庭教育支援に関する取組について広く普及啓発す

る。 

1 親子の学び応援フェアの開催 

2 各種広報 

家庭教育相談事業 

～すこやかほっとライン～ 

 

 

 

 

年 間 

月・水・木

曜日（祝日

・年末年始

を除く） 

13時～15時 

・県民 

（乳幼児から高校

生までの子をも

つ保護者やその

家族） 

 

 子育て中の不安や悩みを軽減することを目的として、乳幼児

から高校生までの子をもつ保護者や家族を対象に、電話・メー

ル等により、寄り添い型の家庭教育相談を行う。 

1   電話相談 

2   メール相談（24時間受付） 

 

家庭教育支援者養成事業  地域における家庭教育支援体制を整備するため、家庭教育支

援者としての理論学習や心構えを学ぶ講座を開催し、子育てを

応援する人材を育成・活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおもり家庭教育アドバ

イザー養成講座 

 

 

 

 

 

 

 

6月～11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭教育支援者

を目指す人及び

活動中の方 

・家庭教育支援に

関心のある方 

・市町村の家庭教

育担当者 

等 

 定員 各地区30人 

1  実施場所 

  県内2地区 

    ・東青地区（県総合社会教育センター） 

  ・上北地区（三沢市国際交流教育センター） 

2  実施回数 

  各6回 

3  内容 

  今日的な家庭教育支援の現状及び課題、またその解決方法  

等について、講義・演習形式で学ぶ。 

 

第１回 

 

 

東青地区 

6月11日 

上北地区 

6月24日 

 
〔オリエンテーション〕 

 

〔講義〕「家庭教育支援者の役割・心構え」 

 

第２回 

 

 

東青地区 

7月23日 

上北地区 

7月27日 

 
〔講義〕「子どもの気持ちを理解するために」 

  

〔演習〕「あおもり親楽プログラムⅠ」 

 

第３回 

 

 

東青地区 

8月28日 

上北地区 

8月19日 

 

〔見学・講義〕「家庭教育支援チーム・子育て支援団体等見学」 

 

第４回 

 

 

東青地区 

9月10日 

上北地区 

9月24日 

 

 
〔講義〕「気になる子どもの理解と対応」 

  

〔演習〕「あおもり親楽プログラムⅡ」 

 

第５回 

 

東青地区 

10月14日 

上北地区 

10月26日 

 
〔講義〕「今、親が悩むこと～親子のコミュニケーション～」 

     

〔演習〕「あおもり親楽プログラムⅢ」 

 

第６回 

 

 

東青地区 

11月11日 

上北地区 

11月18日 

 

〔演習〕「あおもり親楽プログラムⅣ」 

あおもり家庭教育アドバ

イザーフォローアップ研

修 

 

9月27日 

 

 

 

・あおもり家庭教

育アドバイザー 

 

1  実施場所 

  県総合社会教育センター 

2  内容 

  演習「あおもり親楽プログラム」 

あおもり家庭教育アドバ

イザーの活用 

 

年 間 

 

 

・あおもり家庭教

育アドバイザー 

・県民 

1   アドバイザー登録情報の管理 

2  アドバイザー派遣 
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（4）キャリア教育体制支援 

          

事 業 名 期 日 対  象 内      容 

地域と学校をつなぐキャリア

教育推進事業 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キャリア教育を支援する地域学校協働活動推進員や学校関係

者、教育委員会担当者が、実際の活動についての知見を共有す

ること、また、地域の活動を客観的に見直す機会を得ることに

より、地域と学校が一体となったキャリア教育の一層の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と学校をつなぐキャ 

リア教育研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時、会場

は調整中 

 

 

 

 

 

 

 

・地域学校協働活

動推進員、地域

コーディネータ

ー、教育支援プ

ラットフォーム

実行委員会教育

支援推進員、学

校運営協議会委

員、地域学校協

働活動に携わっ

ている人、地域

学校協働活動に

関心のある地域

住民、学校関係

者、市町村教育

委員会社会教育

担当者 

（県内1地区） 

 （１）実践発表 

 （２）講義・演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「我が社は学校教育サポ

ーター」の管理・運営・

普及啓発 

   (1) 学校等への普及啓発 

 (2) 各地区プラットフォーム実行委員会との連携の強化 

 (3) ウェブサイト「我が社は学校教育サポーター」の運営全 

般 

  

（5）学習情報等の充実 

 

        事 業 名          期 日      対  象                      内      容                      

学習情報の収集・提供事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県民 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 県民の生涯学習活動を促進するために必要とされる各種情報

を収集し、一覧をインターネットにより県民へ提供する。 

2 県民の誰もが、いつでも、どこでも、インターネットで手軽

に学べるeラーニング教材の配信及び管理を行う。 

 (1) 元気青森人PowerUpコンテンツ 

 (2) あおもり学インターネット講座 

 (3) あおもり子育てネット 

3 サーバ・パソコン機器等を維持管理し、ICT講座等を実施で

きる環境を整備する。  

視聴覚ライブラリー運営事業 

 

年 間 

 

 

・県民 

 

 

 県内の視聴覚教育の振興発展に寄与するに当たり、「視聴覚

ライブラリー」を運営し、映像資料の収集・保管及び活用を図

る。  
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（6）生涯学習活動支援（主に指定管理者が行う事業） 

 
事 業 名 期 日 対  象 内      容 

あおもり県民カレッジ運営業

務 

 

 

年 間 

 

 

 

・県民 

 

 

 

 県民の学習ニーズが多様化・高度化する中、興味・関心の高

いテーマについて体系的・継続的に学習し、その学習成果が社

会から適切に評価され、学習成果を生かして社会参加できるこ

とを目的として、県民の生涯学習を総合的に支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営全般 

 

 

 

年 間 

 

 

    

 

・県民 

 

 

 

 

1  カレッジ学生募集 

2  カレッジ学生への対応 

  入学受付、手帳・学生証交付、単位認定サービス、カレッ

ジ学生データ管理、カレッジ学生からの問合せ対応、学友会

活動支援 

3  連携機関への対応 

連携の促進、連絡会議の開催（県内6地区）、連携機関登録

受付 

普及啓発 

 

 

 

 

年 間 

 

   

 

 

・県民 

 

 

 

 

1  生涯学習フェア2026の開催 9月26日(土) 

  冬のこどもまなびフェスタの開催 2月20日（土） 

2  情報収集 

  連携機関等への取材 

3  県民カレッジＨＰの作成 

4  県民カレッジ及び生涯学習情報誌「てのひら」作成・発行 

学習相談・学習情報提供 

 

 

年 間 

 

 

・県民 

 

 

1  学習相談 

2  学習情報提供 

  学習機会情報・活動機会情報の収集及び提供 

学習機会提供 

 

年 間 

 

・県民 

 

1  地域キャンパス講座の開催 

  カレッジ事務局主催又は連携機関・カレッジ学友会等との

共催により、県内6地区で開催する。 

2  ボランティア講師による自主講座の開催 

  学習成果の活用を図る観点から、ボランティア講師を育成

する講座を開催する。 

インフォメーションプラザあ

りす運営業務 

 

 

    

 

 

年 間 

 

 

 

 

 

 

・県民 

 

 

 

  

 

 

 生涯学習に関する総合窓口として、各種の相談対応のほか、

視聴覚教材の貸出サービス等を行う。 

1  窓口対応（各種問い合わせ対応、情報提供等） 

2  視聴覚教材貸出サービス 

3  ポスター、チラシ、図書資料等の展示 

4  社会参加活動支援センターの運営 

    社会参加活動の事例紹介と活動先のマッチング 

5  館内展示スペースの整備 
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